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抄　録

　本学薬学部の教育改善を目的として、2024年3月21日、薬学部FD「1~4年生の留年率・退学率を下げ、
基礎学力を向上させるにはどう改善すればよいか」が開催され、55名の教員が参加した。
　本稿では、今回行われた薬学部FDの概要について報告する。また、ワークでのプロダクトおよび本
FDの参加教員を対象に実施した事後アンケート結果より本学薬学部教育の問題点と改善点を抽出し、教
育改善のための一助とする。
　事後アンケートでは、1）薬学部の制度・しくみとして、最も改善すべきと思う内容、2）本FDで討論、
発表された内容のうち、自身の教育活動で改善したい・盛り込みたいことを自由記述で質問した。その結
果より、時間割やカリキュラムの改訂の必要性に関する記述が確認された。また、科目分野を横断した教
員間での情報共有や授業及び課題内容の検討が必要との意見が表出した。これより、各教員の個人的な改
善だけでなく、学部全体で改革に取り組むことの必要性が示唆された。
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questionnaire

受付日：2024 年 7 月 20 日　　　受理日：2024 年 10 月 30 日�
別冊請求先：青江麻衣　〒650-8530　神戸市中央区港島1-3-6　兵庫医科大学
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Ⅰ　はじめに

　薬剤師養成を主たる目的とする薬学教育が6年制に
移行した2期目である2007年に兵庫医療大学薬学部

（現、兵庫医科大学薬学部）が設立され、18年目を迎
えている。
　この18年間に、我が国では18歳人口の低下は進行
しており1）、学生の多様化によって、入学者層にも学
力の格差が生じている。一部の薬学部では、留年率や
退学率は増加傾向にあり2）、本学でも同様の傾向にあ
るといえる3）。本学薬学部にとって留年率や退学率の
改善は重要課題の一つと考えられる。
　これまでも、本学薬学部の各教員は学生を薬剤師と
して社会で活躍できる人材として育てるべく日々教育
実践がなされ、改善も行われてきた。それに加えて、
2012年に設置された兵庫医療大学教育支援室では、
学習支援活動の一環として、薬学部の低学力者を対象
とした少人数制の正課科目連動型補講をはじめ、さま
ざまな取組みを行っていた4-6）。
　兵庫医科大学薬学教育センターは、兵庫医科大学医
学部との統合を機に、2021年度で廃止となった兵庫
医療大学教育支援室学習支援部門の事業を継承する形
で2022年4月に設立された。2024年6月現在、薬学教
育センターは薬学教育センター長、薬学部専任教員2
名、専任事務職員2名及び兼担教員10名から構成され
ている。本センターの業務は、学修支援部門から受け
継いだ学修支援の企画・実施だけでなく、長期的展望
に立った薬学部の教育環境や体制の整備、ファカル
ティ・ディベロップメント（FD）の推進に関するこ
と等も含まれる7）。
　文部科学省中央教育審議会大学分科会では、教育と
研究を両輪とする高等教育の方向性として、組織的な
教員間での日常的な意見交換やチーム・ティーチング
の実施および細分化された授業科目の統合が明示され
ている8）。また、大学教員は、自分が受けてきた教育
を外挿するのではなく、目の前にいる学生がどんな環
境でどのような教育を受けてきたかを理解し、教育・
研究に従事することが求められる時代となっているこ
とへの認識が必要であるとの意見もある9）。
　多様な背景を持つ入学者が増えている本学薬学部の
状況を鑑みると、薬学部学生の学力を向上させ留年率
や退学率を改善するには、科目担当者それぞれの授業
方針に対して、専門分野内の教員間だけでなく分野を
横断して意見交換する機会が必要と考えた。そこで、
教育改善を目的として、本学薬学部全教員間で重要な

問題点を共有し、薬学部学生の学力向上に適した教育
の構築に向けた情報収集のため薬学教育センター主催
の薬学部FDを実施した。本稿では、本薬学部FDの実
施概要およびワークのプロダクト、事後アンケートの結
果について報告する。これにより、本学薬学部教育の問
題点と改善点を抽出し、教育改善のための一助とする。

Ⅱ　方法

1．薬学部FDの概要
　2024年3月21日9時30分～17時まで、本学の留年
率や退学率の改善をテーマとした薬学部FDが開催さ
れ、55名の教員が参加した。学生の基礎学力を向上
させるためにカリキュラム、講義内容や学生に課して
いる課題より問題点と改善点の抽出を目的とした。本
FDの概要を図1に示す。

1）講演
　講演①では、青木薬学部長により、開会挨拶と共に「1

事前に各科目で実施されている授業資料、課題、⼩テスト
の内容を各学年でまとめ、各教員に提⽰
各教員はこの資料を基に、担当の学年の教育について、
FD当日までに自身の考えをまとめた

予習

講演
（70分）

１週間前

ワーク①
（90分）

発表・討論
（40分）

(1) 事前課題内容の共有
(2) 学⽣の学⼒を伸ばすために、教育上の具体的な問題点

の抽出
(3) (2)で挙げた問題点の「重要度」のランク付け

〜予習資料 (Googleドライブで公開)〜

開会挨拶
講演①
「1年⽣〜3年⽣において今、何が問題なのか」
講演②
「学修⽀援として⾏なわれてきた実践例」

FD当日

講演
（60分）

ワーク②
（90分）

発表・討論
（30分）

講演③
「2024年度4年⽣対象の基礎薬学演習」
講演④
「薬学部に期待すること」

総評
（10分）

現在⾏っている取組みの中で、現状維持(修正案も含む)、
新規に始めること、やめることの抽出

アンケート
FD後

アンケート内容
「薬学部の制度・しくみとして、最も改善すべきと思う内容」
「本FDで討論、発表された内容で、自身の教育活動に改善
したい・盛り込みたいこと」

図1．本薬学部教員FDの概要
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薬学部FD研修会報告

年生～3年生において今、何が問題なのか」というタ
イトルで本学薬学部が直面している状況と、今回開催
されるFDの意義が説明された。また、化学系薬学分
野の教授より、教育支援室時代の2015～2020年度に
実施された学修支援の実例や、2023年度に化学系教
員で実施した少人数補講などの事例が紹介された。午
後の講演③では、2024年度より教育改善の一環とし
て大幅な変更となる4年生対象の基礎薬学演習に関す
る説明があった。また、鈴木学長より、「薬学部に期
待すること」というタイトルで、本学の教育方針や学
長のビジョン、医学部の事例が紹介された。

2）ワーク
　ワークでは、1年生チーム（4グループ）、2年生チー
ム（3グループ）、3年生チーム（3グループ）の計10
グループに分かれて実施した。各グループは5～10人
の構成とした。

2．事前課題
　事前に各科目で実施されている授業資料、課題、小
テストの内容を各学年でまとめ、各教員に提示した。
各教員はその資料を基に、担当の学年の教育につい
て、FD当日までに自身の考えをまとめておくことと
した。

3．当日のワークの内容
　各グループでワーク1（午前の部）とワーク2（午後の
部）の2回ワークを実施した。テーマは以下の通りで
あり、プロダクトはGoogle Slideを用いて作製された。
1）ワーク1（午前の部）のテーマ

（1）　事前課題内容の共有
（2）　�学生の学力を伸ばすために、教育上の具体的な

問題点の抽出
（3）　（2）で挙げた問題点の「重要度」のランク付け

2）ワーク2（午後の部）のテーマ
（1）　�現在行っている取組みの中で、現状維持（修正案

も含む）、新規に始めること、やめることの抽出

4．事後アンケート
　FD研修会終了後に、本薬学部FDで明らかとなっ
た問題点と各教員の改善点を可視化するため、参加し
た教員を対象として、アンケートを実施した。そのう
ち、「薬学部の制度・しくみとして、最も改善すべき
と思う内容」「本FDで討論、発表された内容で、自身

の教育活動で改善したい・盛り込みたいこと」を本研
究における対象項目とした。アンケートは薬学部FD
終了後から3月末までGoogle Formsで実施した。
　計量テキスト分析にはKH Coder3を用いた。KH 
Coder3では自由記述による文書形式のデータに含ま
れる語を自動的に切り出して、多変量解析によって全
体を要約することができ、全体傾向の把握が可能とな
る。また、抽出語から元のテキストデータ中でどのよ
うに語が用いられているか文脈を確認することがで
き、計量分析と原文解釈を循環させる分析が可能であ
る。これにより、分析者の観点を生かしつつ客観性を
両立することができる10）。本研究では、Chasenを用
いて形態素解析を行い、解析対象語は、出現回数1回
以上の名詞、サ変名詞、形容動詞、固有名詞、人名、
ナイ形容詞、副詞可能、未知語、タグ、感動詞、動詞、
形容詞及び副詞とした。さらに、形態素解析の際に「国
家試験」「定期試験」「生物化学」「薬学教育センター」「本
試」「再試」を強制抽出した。本アンケートは、個人が
特定されない形で、兵庫医科大学紀要にて報告する可
能性がある旨を伝えた上で実施した。アンケートに回
答しない場合も不利益は生じない旨の説明を行い、拒
否の機会を担保した。

Ⅲ　結果と考察

1．各グループのプロダクト
　ワークで作製された各グループのプロダクトの詳細
は、2024年度7月の薬学部教授会にて報告している。
プロダクトの全容は膨大であるため、本稿では、複数
のチームで挙がった項目のうち同一の意見が多いと3

表1．ワークのプロダクトの内容例

1） 科目間での内容の擦り合わせと講義内容のブラッシュア
ップの必要性

2） 現行の教育カリキュラムの見直しの検討

3） 各授業課題の適正量についての検討

4） 定期試験に向けた学習期間の導入

5） 実習コマ数の適正化に向けた検討

6） 各学年の総復習となるにアウトプットのみの演習の導入
の必要性

7） 科目数が特に多い基礎系科目の見直しの検討

8） 定期試験の本試験一発アウト制度の見直しの検討

9） 強制的に学修を促す環境の用意

10） 特にメールを返さない等の注意学生の保護者との密な連携
の必要性
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図2．�「薬学部の制度・しくみとして、最も改善すべきと
思う内容」の共起ネットワーク図

図3．�「本FDで討論、発表された内容のうち、自身の教育活
動で改善・盛り込みたいこと」の共起ネットワーク図

表2．�「薬学部の制度・しくみとして、最も改善すべきと
思う内容」における抽出語及び出現回数上位50語

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
思う 38 意見 7
学生 24 全体 7
教員 23 多い 7
科目 22 対策 7
必要 22 定期試験 7

感じる 19 学年 6
考える 18 期間 6

授業 17 検討 6
カリキュラム 16 行う 6

勉強 16 情報 6
研究 14 成果 6

国家試験 14 見直し 5
試験 14 最も 5
時間 14 仕組み 5

時間割 13 次 5
教育 11 対応 5
改善 10 導入 5
内容 10 年次 5
学部 9 良い 5
単位 9 モチベーション 4
改訂 8 レベル 4
実習 8 課題 4
評価 8 確保 4
問題 8 学習 4
コマ 7 学内 4

表3．�「本FDで討論、発表された内容のうち、自身の教育
活動で改善・盛り込みたいこと」における抽出語及
び出現回数上位50語

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
学生 30 感じる 5
課題 28 検討 5
授業 26 自身 5
思う 19 取り入れる 5
内容 14 制度 5
復習 14 必要 5
勉強 13 Moodle 4

考える 12 アウトプット 4
予習 12 演習 4
講義 11 可能 4
科目 10 課す 4

テスト 8 改善 4
レベル 8 学習 4

国家試験 8 見直す 4
問題 8 考慮 4
機会 7 実習 4
教員 7 出す 4
担当 7 多い 4
学年 6 多く 4
記述 6 特に 4
教育 6 年度 4
行う 6 アドバイザー 3
時間 6 意見 3
実施 6 一発 3
理解 6 解答 3
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名の教員間で判断した項目を示す（表1）。

2．事後アンケートの解析結果と考察
　事後アンケート回答者のうち同意が得られたものは
44名（教授9名、准教授・講師25名、助手・助教10名）
であった。「薬学部の制度・しくみとして、最も改善
すべきと思う内容」について自由記述で回答された文
章に関する共起ネットワーク図を図2に、抽出語のう
ち頻出回数の多い上位50位を表2に示した。
　抽出語の共起ネットワーク図において、共起円の大
きい「科目」「カリキュラム」「改訂」「必要」のキーワー
ドが含まれている点より、現行のカリキュラム、科目、
時間割を改訂する必要があると要約された。また、「定
期試験」「期間」「導入」「問題」「試験」「検討」のキーワー
ドが含まれている回答例より、定期試験の勉強期間が
十分確保されていないという意見として要約できた。
さらに、「学部」「評価」「全体」「成果」のキーワードが
確認され、回答例より、「全体方針を定めて科目を見
直す」「成果を出した教員を公平に評価すべき」 など、
教員個人の取り組みだけでなく学部全体として取り組
むことの必要性や成果を上げた教員が正当に評価され
る仕組みの必要性に関する記述内容が表出した。
　「本FDで討論、発表された内容のうち、自身の教
育活動で改善したい・盛り込みたいこと」への自由記
述回答文の共起ネットワーク図を図3に、抽出語及び
出現回数上位50語を表3に示した。
　抽出語の共起ネットワーク図2において、共起円の
大きい「課題」「予習」「復習」「理解」「行う」の回答例と
して、「担当教員が集まり、課題量を話し合い適切な
課題を提供する」「予習課題は学習効率も悪いため、復
習をベースとした課題を課すのが重要かと思った」な
どがあった。その一方で「実習では予習は必要」等の
記述もあった。これらより、科目によって異なるもの
の、「予習よりも復習を中心に講義の理解を進めるた
め適切な量の課題検討が必要」と要約できた。
　また、「国家試験」「レベル」「内容」「必要」「実習」の
キーワードが関連しており、回答例として「授業内容
のレベルやボリュームの調整を行う」「試験問題のレベ
ルが妥当か再検討する」「国家試験の過去問を取り入れ
る」「実習内容の見直しも必要」等の記述があった。こ
れらのキーワードのつながりから、「自身の授業内容
や実習内容のレベルについて見直しが必要」と要約で
きた。
　これらのアンケート結果より、各学年全体を通した
際の、制度やカリキュラムの問題点が明らかとなった。

その理由として、これまでは各教員が独自の判断で効
果的と考える教育を試行錯誤しながら実践してきたも
のの、各学年全体を通した検討の機会が少なかったこ
とが考えられた。各教員が学修成果の向上を期待した
学生への課題も複数科目の課題が重複していることで
過多となり、学生は課題を実施することのみに留まっ
て、真なる学力として身についていない可能性がある。
また、定期試験の時期が授業期間の中に設定されてい
ることで定期試験に向けた学修時間を十分に確保でき
ていないという問題点も明らかとなった。今回の結果
より、現在の学生が学力を伸ばすのにどのような方策
がよいかを各教員個人で検討するだけでなく、分野を
横断した教員間で見直していく必要性が考えられた。

Ⅳ　おわりに

　本FDでは「1～4年生の留年率・退学率を下げ、基
礎学力を向上させるにはどう改善すればよいか」に対
し、科目分野を横断した教員が意見交換し、カリキュ
ラムや講義内容、学生に出している課題より問題点と
改善点を抽出する機会を設けることができた。
　本FDにおけるプロダクトおよび事後アンケート結
果から、カリキュラムの改革が必要との意見が多く抽
出され、各教員の個人的な改善だけでなく、学部全体
で改革に取り組むことの必要性が示唆された。カリ
キュラムの改革には、中長期的なビジョンとさらな
る内容検討が必要であるため、本FDにより明らかと
なった要改善点は、教員間でさらなる議論を早急に行
う必要がある。また、個々の教員での工夫や同一分野
内の教員間の連携に留まらず、科目分野を横断した教
員間での情報共有や授業及び課題内容の検討が必要と
の意見が表出した。上記の連携に向けた推進策として、
2024年度から定期的な教員間で話し合いの場を、薬
学教育センターの主導で設けていくこととした。
　今回のFDの議論から生まれてきた改善策を薬学部
の留年率、退学率の減少につなげていくためには、具
体的な実施計画の立案と早期の実行が重要であると考
えている。本FDのプロダクトおよび事後アンケート
結果を参考とし、より良い教育体制、教育環境が整う
ように、薬学教育センターでは今後も各部署、各教員
と連携し模索していく。
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